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問題の解決とは（創世記3:1-5）
　
今、心痛める災害のニュースを聞いています。私が韓国にいるときに、そのニュースを耳にしました。そこにいろいろな助け、援助が必要であることは間違いありません。しかし、クリスチャンの私たちは、そこで神様が日本の国、また日本の人々におっしゃりたいメッセージに耳を貸し、耳を傾けなければいけないと思います。なぜそうなのか。なぜ終わらないのか。どうしてなのか。どうすればいいのかという問いかけをもって、神様のメッセージを聞かなければなりません。特にクリスチャンの私たちは。結局、心を痛めるしかない悲しいことには間違いありませんが、そこで終るのではなく、一体、どこに向かうべきなのか。国もひとりひとりの個人もその答えを神様はおっしゃっているのではないでしょうか。私たちの人生は、問題とともに歩くものです。健康の問題もあるし、経済の問題で苦しむ人もいるし、家庭の問題、人間関係の問題など、千差万別の問題に絡んで人生を生きています。皆その問題の前でいろいろな反応を示していますが、問題の根本の部分が何か分かっていないと、結局、一生その問題に捕らわれて生きるしかありません。状況がどう変わるかとは、実は関係ありません。なぜかと言いますと、表面的な問題ばかり見ていて、本当の問題が何か分かっていないままもがいてしまうことなので、結局は、空回りするようなことになるしかありません。問題に捕らわれているということがどういうことなのかというと、問題を解決しようと、問題解決がいつもテーマとして取り上げて、そのためにもがいていくということが問題に捕らわれていることです。あるいは、そのようにもがいても、もがいてもだめなので、絶望の溜息の中に落ち込んでしまうことも問題に捕らわれるということです。神様は、そう言った問題を通して、私たちに罰を与えるのではなく、何が問題なのか本当の問題を見て欲しいと語りかけていらっしゃいます。神は、実にひとり子をお与えになったほどに世を愛される神様です。ですから、私たちは、何が本当の解決なのか、問題を解決するというのはどういうことなのか、今まで実は私たちに違ったものが刻印されていたので、みことばを通してその部分を修正して行かなければなりません。それでこそクリスチャンは本当の問題の解決者として用いられるようになるということです。
今日の聖書の箇所は、アダムとエバが神様に罪を犯して、それ以来、アダムの子孫、人類は滅びるしかないものになったというお話です。皆さん、ぜひ何が本当の解決なのかに対して、この聖書の箇所を通してその答えをしっかりとつかんでいただきたいと願います。まずは、人生の問題の根本の根は、実は霊的なものです。それが健康の問題であれ、災害の問題であれ、問題の根本の根は霊的なものです。霊的なものだということは、人間は最初から霊的な存在として造られて、他の被造物、動物とは違う神のかたちに造られたものです。その部分に問題が生じたということが霊的な問題です。神のかたちに造られて、神様とともに生きるべき人間が、魚は水の中にいないといけないのと同じように、その人間が神に背いて神から離れて神様がいない状態、神様と断絶されている状態になってしまいました。これがすべての問題の根本の根の方にある霊的な問題です。でも、今まで私たちは、今現在も心が痛いし大変でしょうが目に見える表面的な問題が問題だとしか考えていないのではないでしょうか。ですから、解決に至らずにとどまらずにずっと繰り返すだけです。問題から抜け出すことができません。人生の問題の根本の根は霊的なもので、神様から離れてしまったことであり、その結果、残念ながら、認めたくないでしょうが、神に敵対し人間を滅ぼそうとして、それしか考えていないサタンとも呼ばれる悪魔の手に捕らわれることになりました。自分の正体を一度も現すことのないものです。いつも蛇の中に入って、まるで蛇がやっているかのように偽りが自分の専門職なので誰も悪魔、サタンがいるということは知りません。世の中で悪霊だとか言っていることは、すべてがでたらめであって本当の意味で悪魔、サタンについては誰も分かっていません。自分の正体を現さないわけですから。学問の中に入って、芸術の中に入って、宗教や文化の中に入って、いつもそのようなやり方で人を惑わしだますものです。今日の聖書を見ていても、一番狡猾であった、一番頭の良い蛇の中に入って、悪魔なのか誰なのかが分かっていません。そのサタンとも呼ばれる悪もの手に捕らわれることになりました。これが人生の問題の根本の根にあります。霊的な問題です。霊的な問題というのは、肉体的にどれほど頑張っても効果がないという意味です。教養を高めて一生懸命真面目に頑張っていても、何がどう発展し優れたものになったとしても全く効果がありません。それが人生の問題です。その結果、残念ながら、生まれながら人という存在は、また人生そのものは滅びるしかない運命の勢力に捕らわれて生まれて生きるしかないものです。それが国などと関係なく、この世の中のすべての国、すべての民族、人々の問題の根本の根の方にあるものです。そして、クリスチャンの皆さんが覚悟しないといけないのは、この事実、真実をお話しすると、世界中の全ての人が反対します。しかし、これが真実、真相です。だから、反対されると覚悟の上で、理解してもらえないお話です。世界中どこに行ってもこのお話しはありません。クリスチャンの私たちだけ、聖書にのみあるものです。どこかで通じ合うかのような期待は全部、最初から捨ててください。中に神様から備えられた者には、この話が通じるわけです。だから、知識の有無とかそういう話ではありません。ある意味で私たちもこの事実に恵まれる以前は、これに反対する理論や反対になる、これを認めたくないものに刻印されていたものです。それを踏まえて神様のメッセージを聞かなければなりません。災害や災いが絶えない時代を私たちは今生きています。
ですから、人生の問題の根本の根の部分は霊的なものなので、これを素直に認めるようになるところから問題の解決の方に進むようになります。つまり、言葉を変えますと、人生の問題の根本の根のことが分かったときに、解決不可能だという結論が出るわけです。もちろん、頑張ればある程度は変わるかもしれません。そういうことを解決とは言いません。ですから、人生の本当の問題の解決は、絶対に解決不可能だというところから始まります。その結論をもって始めるものです。つまり、もがいてもだめだし、ため息をするからといってどうにかなるわけでもないし、何か変わるわけでもないし、そういう問題です。人生の問題というものは。ある人は、幻聴が聞こえてきて悩んでいる。それが問題だと思っているでしょう。大変だと思います。しかし、それが問題ではないわけです。大体、自分の今までの経験、また自分の調べなどによりますと、それが聞こえて来たり見えて来たりというのは、本当に聞こえてきて見えてくるのではなく、自分の心の自分の声なのです。だから、自分でしゃばっているわけですからそれを拒否できません。周りからの声であればそれを拒否すればいいのですが、自分が発する自分の声が、周りがしゃべっているかのように聞こえてくるので止められないわけです。自分でやっていることだから。自分でやっているかというとそれでもありません。その裏で目に見えない違うものがそういう働きをしているのです。だから、その現象が大変でしょうけれど、それが問題だと思っている限りは、問題に捕らわれるしかないし解決には至りません。もう少し一歩入って、それが心理的に自分の声だということまでわかっていても解決になりません。本当の問題は、なぜ自分が自分に対してそのように言うようになったのか。自分自身に対して否定的なことばかり言うようになったのか。そのきっかけがあったでしょう。いじめがあったり虐待があったり大きな失敗があったりしたでしょう。それが問題だと思っていると問題の解決にはなりません。その裏の裏に今申し上げました根の方に霊的なものが、元々、神様から離れていて生まれながらサタンの支配下に生まれてそうなるしかない材料すべてを持っていたものが、何かのきっかけによって現れているだけです。これが本当の問題です。だから、解決不可能なのです。ある意味、徹底的に絶望しなければなりません。お医者さんでも解決できません。世界中どこに行っても、どんなにすばらしいところに行っても解決になりません。ここから人生の問題に対しての正しい答えが得られるようになるわけです。だから、問題が何か本当に分かれば、これは自分でもお医者さんでも家族でも解決になりません。創造主である神様だけが人生の問題を解決することができるわけです。そこに移っていかなければいけません。幸いなことに創造主の神様が人のことを愛し、この問題や人間自身では解決できないと一番よくご存知の神様が、問題の解決を約束されました。

どのように約束されたのかというと、女の子孫を送って、その女の子孫を通して解決するということです。その女の子孫は、キリストを意味します。キリストは、問題の根本の根の方にある霊的な問題を解決できる唯一の方です。キリストはまことの王様という意味です。ですから、偽物の王の悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利できる方であるし、キリストというのは神様が約束されましたキリストというのは、まことの預言者という意味があって、神から離れてさまよい続け滅びるしかない人間が、また神様に戻って神様と一緒になることができるように。そして、まことの祭司という意味があって、このキリストこそが罪によってどうにもならない人間の罪を完璧に清められて神の祝福の存在に変えられる唯一の方です。もう一度言います。霊的な問題というのは、解決不可能という意味です。神様にしか問題の解決はありませんが、神様がどのように問題を解決すると約束したのでしょうか。キリストを通して、しかもキリストが単に問題を解決するのではなくて、あがないの犠牲のいけにえになることによって、あがないという方法を通して解決することにしました。ここがポイントです。創世記3：15を見ると、かかとに噛みつくという表現が出ています。そのキリストがかみつかれると、血を流すと、それがあがないを表している部分です。あがないというのはどういうことなのでしょうか。代わりにという意味です。そのキリストのあがないによって、蛇の頭を踏み砕いてサタンのしわざを打ち壊すことによって人生の問題を解決すると神様は約束されました。キリストがあがないの犠牲になって悪魔の頭を踏み砕くこと以外には、人生の本当の問題の解決はありません。それにすべての希望がかかっています。私の問題、あなたの問題、熊本の問題、日本中の問題が、きりすとがあがないの犠牲になって悪魔の頭を踏み砕いて勝利されることに問題の解決の希望があるわけです。そして、そのキリストが約束に終わらずに実際に人生の問題を身代わりとなって代わりに解決されました。つまり、人生の問題が何か分かれば、問題の解決は解決することではありません。キリストが代わりに解決してくれることが問題の解決です。でも、中々、それがすんなりと受け入れられないのは、実は教会に通っていても人生の本当の問題が何なのかが信じられないし心に伝わっていないからです。いまだに目の問題にある問題が問題だと思っているのです。それがなくなるか、そのまま残っているかによって、解決だ、まだ未解決だという概念が刻印されているわけです。だから、クリスチャンでありながらもすべてが完了した、終わったと宣言していらっしゃるのに、私には一生終わっていないのです。それは問題があるからではなくて何が問題の解決なのか間違っている刻印がいまだに動いているからです。そこを修正しないといけません。
私は最初、タラッパンと出会って、キリストがすべての問題の解決と言われたときに、自分の理性では納得できませんでした。まだそんなに大きな病気はありませんが、食べ物に注意しなければいけないほど大腸があまり良くないし、何がすべて終わったのかという感覚でした。だから、問題の解決に対して世の中の概念そのままなのです。表面的な問題しか分かっていません。表面的な問題が片づけられることが問題の解決だと思っているから一生終わらないわけです。根本の部分を分かっていないので。神様にしか解決の方法はないし、ありがたいことに神様がキリストを通して、解決されることを約束されました。そこにしか希望はありません。他のどこかで問題を解決しようとしないように。そして、そのキリストが実際に問題を解決されましたが、ここが一番大切です。代わりに解決されました。私たちができないから、だから神様は一回も一度も私たち人間に向かって「おまえはこういう問題があるから、これを解決しなさい」とおっしゃったことはありません。それはできないとわかっていらっしゃるから。代わりに解決するから、それを信じなさい。解決というのは、代わりにやることなのです。おまえではだめなのだから、私が代わりにやるから何もしないで、元々できないのだから。それを生意気に異聞で頑張るということを宗教と言います。それがバベル塔です。それをヒューマニズムと言います。もちろん、神が破れているとセロハンテープでくっつけることを止めなさいという意味ではありません。よく聞いてください。キリストが人生の問題を実際的に代わりに解決されました。イザヤ53：6を見ると、それが預言されていました。神は、私たちのすべての咎を、彼に、キリストに負わせた。それが神様の解決の方法です。皆さんの問題の解決を、皆さんが悩むのではなく、悩んでもしょうがないし、神様がそれをキリストの方に負わせるとおっしゃっているわけです。そして、それを全部背負って、キリストが十字架にかけられて、ヨハネ19：30においておっしゃいました。すべてを完了したと。あなたの人生の問題を私が全部背負って、私が代わりに全部解決したのだよと宣言していらっしゃいます。ガラテヤ2：20に書いてあるように、その十字架でキリストが代わりに死ぬ時に、私たちのすべての問題もそこで一緒に死んだわけです。私は十字架とともに死んだのです。ヘブル9：28を見ると、キリストも多くの人の罪を負うために一度、ご自身をささげられたと書いてあります。背負って自分をささげた。だから、代わりにキリストが解決することのは他に希望はないし、また代りに解決したとおっしゃっているからどうすればいいでしょうか。それを神様が問いかけていらっしゃるのです。私たちは様々な問題を抱えて生きています。その問題を抱えている私たちに向かって、神様がおっしゃっています。このようにしたのだよ。どうする。ヘブル10：14にも、キリストは聖なるものとされる人々を一つの捧げものによって永遠に全うされたのですと。ひとつご自分をささげ、ご自分を犠牲にして、私たちは何もしていないのに、何もできないのに、私たちの問題を勝手に持っていって勝手に解決されたのです。それを福音と言います。宇宙に無い法則です。なので皆さん、ものすごく短い簡単なお話のようでありますが、ここがキリスト教とすべての宗教が分かれる道であるし、また同じ教会でも福音に命をかけるかどうかの教会に分かれることだし、ひとりひとり個人のクリスチャンでも信仰のカラーがどうなるかが決まるわけです。ここで。一生、問題の解決を祈り、問題の解決のために頑張る、また祝福を受けるために献身するクリスチャンになるのか、あるいはすべてが終わったのでその感謝のあまりに献身するのか。違います。実際、いろいろな問題がある時に、人間だから大変です。辛いです。苦しいときもあります。だからといって問題が終わったのかどうかということは、また別の話になります。それがクリスチャンです。だから、それが分かっている者は、石で打ち殺されたときでもそれを問題にしません。微笑みながら死んでいくのです。死の影の谷を歩きながら濡れ衣を着せられても問題にしません。そのように辛いことがあるにもかかわらず、別の意味で戦うのです。どれほどそこでキリストの代わりにこの問題まで全部終わらせたという信仰にどれほど経つかどうかで戦うだけであって、問題がなくなるかどうかによって左右されるわけではありません。

これが結論です。人生の問題の解決というのは、解決するのではなく、キリストのあがない、キリストが代わりに解決してくれたことを信じることが解決なのです。義人は信仰によって生きます。本当に信じたのに精神的な問題がそこに残っている。それでももう終わったことです。そして、本当に信じれば神の子どもとしての祝福、みことばが入るので、その症状もなくなります。ヨハネ3：16を見ると、神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じるものがひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。だから、その御子を信じることによって問題の解決になるようになっているのです。どうすればいいでしょうか。家庭の問題、経済の問題、健康の問題がある時に、代わりに解決されたとキリストを信じることです。私が500兆円ぐらいの借金をしているとします。500兆円がいくらだかわかりませんが。なぜ500兆円と言ったのかというと、到底、返済不可能な額だからです。一生懸命、頑張っても、思いはよい思いかもしれません。しっかりと借金したものは返さないとという思いで頑張ってやっていても解決になりません。でも、１億兆があるか分かりませんが、それよりはるかに莫大な財産を持っている方が、私が知らないところで、なぜか私のことを愛して気にかけて、それで私の借金を全部返済して終わらせました。私は何もしていないけれども終わる、他の誰かによって自分の問題が代わりに解決されるということはあるわけです。それでそれが終わったという証明書みたいなものを持って来て「もう終わったのだよ。私が代わりにやったのだよ」とすると、私にとって問題の解決は、今までのやり方は全部捨てて、それはどうせできないどころかいらないのです。このやってくださったこと、その証明書を信じるだけで私のものになるのです。私の問題は終わるわけです。それが人間の問題の解決という意味です。聖書にはそういうことだけです。ヨハネ5：24にも、まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのですとあります。信じるものなのです。解決しようとしないで、キリストが解決したということを信じてください。つまり、簡単に申し上げると、問題の解決は信仰なのです。その問題の形が残っているか、無くなるかと関係なく、信じることが解決なのです。ここの部分の刻印が変わらないと、クリスチャンでもずっと問題の奴隷です。だから、聖書にはローマ1：17に書いてあるように、義人は信仰によって生きる。信仰に始まり、信仰に進ませると書いてあります。ローマ4：3にも、アブラハムが神を信じるときに義と認められたでしょう。何が問題の解決なのか分かりますか。
そうならば皆さん、今日からまず問題の解決という言葉に対しての概念を修正してください。それで今まで問題を解決するためにもがいて頑張っていたすべてを下ろすようにしましょう。それでは無理なのです。それに徹底的に絶望しましょう。自分で解決しようとすること自体にもう意味がありません。その概念を修正するように。問題の解決は、今までこうするから、ああするからとしていましたが、そこにはありません。解決はそのようにするものではありません。代わりに解決するのですから。だから、自分自身が抱えている問題をもって、キリストだけが回答であるとキリストに向かってください。キリストが代わりに解決されたということを、その問題の前で告白してください。だから、キリストが私には必要なのですと。先ほども申し上げたように、形が残っているかどうかの問題ではありません。つまり、問題の解決＝キリストです。それゆえ私たちが問題だと思っている問題が問題ではなく、キリストを信じないことが問題なのです。そのように皆さんの内側で刻印を変えるようにしましょう。ずっと信じていたのに死んでしまった。それで結構なのです。信仰を譲ってはいけません。その戦いなのです。そこで暗やみの偽りのサタンの力が砕かれるようになります。前にもお話ししたでしょう。精神科の薬も飲んで発作も起こしている人が、この福音を正しくしっかり聞きました。自分の問題はキリストによって終わったし、キリストだと確信を持っていたのですが、伝道キャンプに一緒に行って、皆がやめなさいと言っていたのですが予想通り発作を起こしてしまいました。でも、起きても大丈夫なのです。発作が起きても終わったのですから。その発作が起きたことは辛いでしょうが、このためにキリストが十字架で、なぜこの問題をその根っこの方に、創世記３章の問題なのだからここから手放すわけです。元々、私では不可能なのです。キリストを見上げて、キリストはそのために十字架で死んだということをもう一回告白して、だから大丈夫なのだ。それを２回、３回繰り返すことによって症状もなくなるのです。だから問題は信仰なのか不信仰なのかが問題です。そのように概念を変えないといけません。
それで最終的に、自分自身は問題が解決された者だという立場に立って自分の人生を見ないといけません。そうでないといつまでも問題がある人として見るから、その問題をどうしようかというのがテーマでしょう。でも、問題は終わったのだから、症状があるかどうか関係なく終わったのですから、終わったのであれば、これから残りの人生はこの世の中のことではなくて、神の国がテーマであり、イエスの証人として残りの人生を生きるのです。今どんな問題があっても関係なく。つまり神の国のために生きるし、イエスの証人として生きることに対して引っかかるもの、迷うようなものなどは一切存在しません。問題の解決が何か正しく理解した場合は。例えば、初代教会の人達は、問題だらけです。しかし、それはあなたがたは知らなくてもよい。キリストが問題の解決なのだから。あるないとか関係ないです。そういうことにこだわらずにイエスの証人としての、この世の中に必要な神の国のことのために残りの生涯を生きて欲しい。それに引っかかることは何もないのです。何の問題もないのだから。先生、まだ家庭の問題があります。だからキリストなのです。あなたの内側で問題解決という概念、その刻印を修正しないといけません。私たちには問題はありません。その都度、その都度、戦うのです。キリストがすべてを代りに解決した。それを信じるか、あるいは問題に溺れるか戦うのです。
残りの生涯、問題がすべて解決された、問題が終わったものとして人生を歩いていただきたいと願います。
(祈り)

恵み深い天の父なる神様。今日も主の日に兄弟姉妹が集まり、私たちの刻印を変えるメッセージをいただきありがとうございます。何より問題解決のことを正しく理解し、霊的な根の部分から始めてキリストに終わることができるように。それで問題に捕らわれずに、キリストの勝利を自分のものとして味わうことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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